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石 川 賢 作 訳

第一
章　総則

第 一 条　公 民 の 宗教 信 仰 の 自由 を 保 障 し， 宗教 的和 睦 と社 会 的 調 和 を擁 護

　 し ， 宗教 管理 を規範化す るた め に
， 憲法 と関係法 令 に 基 づ い て

， 本条例 を

　制定 す る 。

第二 条　公民 は 宗教信仰 の 自由を有 す る 。

　　 い か な る組織 あ る い は個 人 も公 民 に 宗教 の 信仰 あ る い は 不信仰 を 強制 し

　て は な らず， 宗教 を信仰す る公 民 （以下 ， 信仰公 民 とい う）あ る い は 信仰

　 しな い 公 民 （以下， 非信 仰公 民 とい う）を差 別 して は な らな い
。

　　信仰公 民 と非信仰公 民 異な る宗教 を信 仰す る公 民 ど う しは 相互 に 尊 重

　 し ， 睦 ま じ く共存 しな けれ ばな らな い
。

第三 条　国家は法律 に基 づ い て ， 正常な 宗教活動 を保護 し ， 宗教団体 ， 宗教

　活動 の 会場 と信仰 公 民 の 合法的権益 を保 護す る 。

　　宗教 団体， 宗教 活動 の 会 場， お よ び信仰公 民 は 憲法， 法律 ， 法令 ， 規則

　を遵守 し， 国家の 統
一

と民族 の 団結 社会 の 安 定 を守 らね ばな らない
。

　　い か な る組織 あ る い は個 人 も宗教 を利用 して 社会 の 秩序 を 破壊 し，公 民

　の 身体 的健康を 損な い ， 国家 の 教 育制度 を妨 害 し
，

また ， そ の 他 の 国家 の

　利益 ， 社会 の 公 共 的利益 お よび公 民 の 合法 的権益活動 を妨害 して は な らな

　 い
。
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第 四 条　各宗 教 は独 立 ・自主 ・自弁 の 原 則 を 堅持 し， 宗教 団体， 宗教 活動会

　場 及 び宗教 的事業 は 外国勢 力の 支配 を受 けな い
。

　　宗教団体 ， 宗教活動 会場 ， 宗教教職者 は ， 友好 ， 平等 の 基礎 の 上 に 対外

　交流 を 展 開 す る 。 そ の 他 の 組織 あ る い は 個 人 は 対 外経 済 文化 な どの 協

　力 ・交流活動の 中で ， 宗教的条件 が 付加 され る こ とを受 け い れ て は な らな

　 い
。

第五 条　県 レ ペ ル 以上 の 人 民政 府の 宗教管理 部門 は ， 国家の 利益 と社会公 共

　 の 利 益 に 関わ る 宗教管 理 に つ い て は 法律 に依 っ て 行 政 管理 を行 な い ， 県 レ

　 ベ ル 以 上 の 人 民政 府 の そ の 他 の 関係 部 門 は
， 各 自の 職 責 の 範 囲 内に お い

　 て
， 法 に依 り関連 す る行政 管理工 作の 責任 を負 う。

　　各 レ ベ ル の 人 民政府 は 宗教団体 ， 宗教活動会場 お よ び信仰公 民 の 意 見を

　聴取 し， 宗教管理 工 作 を調 和的に 行 なわ な けれ ば な らな い
。

第二 章　宗教団体

第六条　宗教 団体 の 設立 ， 組織 の 変更 ， お よ び取 り消 しに つ い て は 《社会 団

　体 登記管 理 条例》の 規定 に 従 っ て 登 記 を行 なわ ね ば な らな い
。

　　宗教 団体 の 規 定 は 《社 会 団体登 記管理 条例 》の 関係規定 に 適合せ ね ばな

　 らな い
。

　　宗教団体が 法律に 依 っ て 活動す る場 合は ， 法律 の 保護 を 受 け る
。

第 七 条　宗教 団体 は 国 家 の 関連 法令 に基 づ い て 宗教 の 内部 資料 的出版物 を編

　纂， 印刷 す る こ とが で き る 。 宗教的出版物を 公 開発行 す る に は 国家 の 出版

　 管理 規 定 に 従 っ て 行 な う。

　　宗教 的 内容 に わ た る 出版物 は
， 《出版 管理条 例 》の 規 定 に 従 わ ね ばな ら

　 ず ， また
， 下記 の 内容 を含 ん で は な らな い

。

　 ←） 信仰 公 民 と非信仰 公民 の 良好 な 交際 を破 壊 す る もの 。

　 （⇒　 異 な る 宗教間 の 平 和 と宗教 内部 の 平 和 を破壊 す る も の
。
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日　信仰公 民 あ る い は 非信仰公 民 を差別 ， 侮辱す る もの 。

  　宗教の 原理主 義を宣揚す る もの
。

（五） 宗教 の 独立 ・自主 ・自弁の 原則 に 違反 す る もの 。

103

第八 条 　宗教学 院 の 設立 は ， 全 国的 な宗教団体か ら国務院の 宗教管 理部門 に

　申請書 を 提 出す る か
，

あ る い は 省 　自治 区 直轄 市人 民政 府 の 宗教 団体 を

　経て ， 宗教学院設立 予定所在地 の 省 ， 自治 区 ， 直轄市 の 人 民政 府宗教管理

　部門 に 申請書 を提出す る 。 省 ， 自治 区 ， 直轄 市 の 人 民政 府宗教管理 部門

　は
， 申請 を受 け付 け た 日か ら三 〇 日以 内に 意見 を定 め ， 同意 で き る もの に

　つ い て は 国務院宗 教管理部 門 に 報告 し
， 審査認 可 を受 け る 。

　　 国務 院宗教管 理部 門 は
， 全 国 的 な宗教 団体 の 申請 あ る い は 省， 自治 区 ，

　直轄市人民政府の 宗教 管理部門が
， 設立 す る宗教学 院 の 申請 を うけ て か ら

　六 〇 日以 内に 認可 あ る い は 不認 可 の 決定を行な う。

第九 条　宗教学 院の 設 立 に 当た っ て は
， 下 記 の 条件 を備 え な けれ ばな ら な

　 い
。

　　　明 確な教職者 ・学 生 の 養成 目標 ，
学 院運 営の 規 則 とカ リキ ュ ラ ム を有

　　 　す る こ と 。

　口 　養 成条件 を 満 た す 学生数 を有 す る こ と 。

　口　必要 な学 院経営資金 と経費の 財源 を有す る こ と
。

　  　教学 の 任 務 と学 院経営の 規模 に必 要 な教学の 会場 と施 設 ・設備 を有 す

　 　 　 る こ と。

　  　専任 の 学 院責任 者 と資格を有 す る専 任教員 お よ び 内部 管理 組織 を有 す

　　 　 る こ と。

　因 　構 成 が合 理 的で あ る こ と 。

第一 〇条　全 国的 な宗 教 団体 は 当該 宗教 の 必 要 に 応 じ ， 規則 に 基 づ い て ， 宗

　教 留学生 の 派遣 と受 け入 れ が で き る 。
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第
一 一

条　イ ス ラ ム 教 を 信 仰 す る 中 国公 民 の 国外巡 礼 は
， イ ス ラ ム 教 の 全 国

　的団体 が 責任 を負 っ て 組織す る 。

第三 章　宗教活動の会場

第
一

二 条　信仰公 民 の 集 団宗教活 動 は
， 原則 と して 登 記 を経 た 宗教 活動会

　場 （仏教 寺院 道教寺 院 ，
イ ス ラ ム 寺院 ， あ る い は 教会堂及 びそ の 他 の 固

　定 的な宗 教活動会場）で 行な い
， 宗教活動の 会場 あ るい は 宗教団体が組織

　し ， 宗教 教職者 あ る い は 当該 宗教 団体 が 規則 で 定 め る責任者 が
， 教 義 ・教

　則 に 沿 っ て 執 り行 な うべ きで あ る
。

第 一 三 条　宗教 活動会場 設 立 の 準備 は， 宗教活動 会場設置予 定地 の 県 レ ベ ル

　 の 人民政 府宗教管理 部門に 申請書 を提 出す る 。 県 レ ベ ル の 人民政府宗教管

　理 部門は 申請 を受 けた 日か ら三 〇 日以 内 に ， 同意予定の もの に つ い て は 市

　 レ ベ ル の 宗教 管理部 門 に 報 告 し審査 ・批准 を 求 め る 。

　　設置地域 の 市 レ ベ ル の 人民政府宗教管理 部門 は ， 県 レ ベ ル の 人民政府宗

　教 管理 部 門 の 報 告 を受 けて か ら三 〇 日以内 に ，設 置 同意予定 の 仏 教寺 院

　道 教寺 院 イ ス ラ ム 寺 院 ， 教会 堂 に っ い て
， 審査意 見を提 出 し

， 省 ， 自治

　 区 ， 直轄 市人 民政 府宗 教管理 部 門 に 審査 ・認可 を 求 め る 。 そ の 他 の 固定 的

　 宗教活 動会場 の 設置 に 対 して は ， 許可 ま た は 不許 可 の 決定 を 行 な う 。

　　省 ， 自治区 ， 直轄市人民政府 の 宗教管理 部門は 仏教寺院 ， 道教寺院 ，
イ

　 ス ラ ム 寺院，教 会堂 の 設立 同 意予定 の 報告 を受 け た 目か ら三 〇 口以 内 に 認

　 可 あ る い は 不 認 可 の 決 定 を行 な う。

　　宗教 団体 は 宗教活動会場 の 設立 申請が 認可 を 受 け て か ら
，

は じめ て 当該

　 宗教 活 動 会 場 の 建設 準 備 事 項 を執 り行 な う こ と が で き る 。

第
一

四 条　宗教 活動会 場 設 立 に 当 た っ て は
， 以下 の 条件 を備 え ね ぼな らな

　 い 。

　（
一
う 設置 趣 旨が 本条 例 の 第三 条 ， 第四 条の 規 定 に 反 し な い こ と 。
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現 地 の 信仰公 民が 常 に 集 団的宗教活動 を必 要 と して い る こ と。

宗教活 動 を行 な う宗教教職者あ る い は 当該 宗教 の 規定 す る そ の 他 の 要

員 を有す る こ と。

必要 な資金 を有 す る こ と。

配置 が 合理 的で あ り， 周辺 の 企 業や 住 民の 正 常 な 生産 ， 生 活 を妨 げな

い こ と
。

第
一

五 条　宗教活動 の 会場 は 設立 の 許 可を受 け ， 準備 と建設が 完 了 した 後 ，

　所在 地 の 県 レ ベ ル の 人民政府宗教 管理部 門 に 登 記 を申請 しな けれ ば な らな

　い
。 県 レ ベ ル の 人 民政 府宗教管理 部門は

， 申請 を受 け付 け た 日か ら三 〇 日

　以 内 に 当該 宗教活動会場の 管理 組織 規則 制度 の 制定 な どの 進 行 に つ い て

　審査を 行な わ ね ば な らず， 条件を 満 た した も の に つ い て は 登記 を行 な い
，

　《宗教 活動会場登 記証 》を交付 す る 。

第
一 六条　宗教活動会場 の 合併， 分離， 終了あ るい は登 記 内容 の 変更 は原 登

　記管理 機関で 相応の 変更登 記手続 きを行 な う。

第 一 七条　宗教活動 の 会場 に は ， 管理 組織 を設置 し民 主 的管理 を実行 しな け

　れ ばな らな い
。 宗教活動会場 の 管理 組織の メ ン バ ー は民主 的協議 を経て 推

　薦 され ， 当該地 の 登記 管理 機 関に報告記録 さ れ る 。

第
一

八 条　宗教活動 の 会 場 は ， 内部管 理 を強化 し ， 法律 ， 法令 ， 規則 の 定 め

　に 従 っ て ， 人 員 ， 財 政 ， 会計 ， 治 安 ， 消防 ， 文化財 保 護， 衛 生 防疫 な どの

　管理 制 度を健全 な もの に し
， 当該地 人民政府 の 関連 部門 の 指導 ， 監督 ， 検

　査 を受 けな けれ ぼ な らない
。

第一 九 条　各人 民 政 府 の 宗 教 管理 部門 は ， 各宗教活動 会場 の 法律， 法令， 規

　則遵 守 の 状況 ， 会場 管理 制度 の 設 置 と実行 の 状況 ， 登 録項 目の 変更 状況 ，
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及 び 宗 教活 動 と渉 外活 動 の 状 況 に つ い て
， 監督検査 を行 な わ ね ば な ら な

い 。 宗 教 活 動 の 会 場 は 宗教 管 理 部 門 の 監 督 ， 検 査 を受 け入 れ ね ば な らな

い e

第二 〇条 　宗教活動 の 会場 は 各宗教 の 慣 習 に 従 っ て 公 民 の 寄 附 を受 け る こ と

　が 出来 る が
， 強要 あ るい は 強制割 り当て を して は な らな い

。

　　非宗教団体， 非宗教会場 は 宗教活動 を組織 ， 実 行 して は な らず ， 宗教的

　 な寄附 を受 けて は な らない 。

第ニ
ー

条　宗教 活動会場 内で は， 宗教 用品 ， 宗教 芸術 品 ， お よび 宗教 出版物

　 を販売 で き る 。

　　登 記 に よ っ て 宗教 活 動会 場 とな っ た 仏教 寺院 ， 道 教寺院 、 イ ス ラ ム 寺

　院 ， 教 会堂 （以 下 ， 寺 觀教堂 とよぶ ）は 国 家 の 関連法 令 に 基づ い て ， 宗教

　 の 内部資料的出版物 を編集出版で き る 。

第二 二 条　省 ， 自治区， 直轄市を越 え て ， 宗教活動会場の 収容規模を超 え る

　大 規模 宗教活動 を行 な うか ， あ る い は 宗教活動会場 以外で 大規 模宗教活動

　 を行 な うに は t 主 催宗教 団体 寺觀教 堂 が 挙行 の 三 〇 日前 に ， 大 規模 宗教

　活動 をお こ な う地域 の 省 ， 自治 区 ， 直轄 市人民政府 の 宗教管理部門 に 申請

　を 行 な わ ね ばな らな い
。 省 ， 自治 区 ， 直轄市 の 人 民政 府宗 教管 理部門 は

，

　 申請 を 受 け付 けて か ら十 五 日以 内 に ， 許 可あ る い は 不許可 の 決定 を し な け

　 れ ばな らな い
。

　　大 規 模宗教 活動 は 許可 通 知 書 に記 載 さ れ た 条 件 に 従 い
， 宗教儀礼 に よ っ

　 て 執 り行 な わ ね ばな らず ， 本 条例 の 第三 条 ， 第 四 条 の 規 定 に 違反 して は な

　 らな い
。 主催 宗教 団体 ， 寺觀 教堂 は 不測 の 事故 の 発 生 防止 に 有効 な措置を

　 と らね ぼ な らな い 。 大規 模宗教活動 を 行 な う地 方の 郷 ， 鎮人 民政 府 と県 レ

　 ベ ル 以 上 の 地方 人民政 府 の 関係部 門 は， それ ぞ れ の 職責 に 従 っ て 必 要 な 管

　理 を行 な い
， 大 規模 宗教活動 の 安 全 か つ 秩序あ る実施 を保障 しな けれ ばな
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らな い
。

第二 三 条　宗教活動会場 は ， 当該 会場 に お け る重大 な 事故 あ る い は 宗教的禁

　忌 に 違 反 す る な ど， 信仰公 民 の 宗 教 感情 を傷 つ け ， 民族 的団結 を破壊 し，

　社会 の 安 定に 影 響す る 事件の 発生 を 防が ね ばな らな い
。

　　上 に 列挙 し た 事故 あ る い は 事件 が 発生 し た場合 に は ， 宗教 活動会場 は た

　だ ちに 所在 地の 県 レ ベ ル の 人民政府 の 宗 教管理部 門に 報 告 し な けれ ぼな ら

　 な い
。

第 二 四 条　宗教 団体 ， 寺觀教 堂が 宗教 活動会場外 に 大型 の 露天宗教像 を建立

　す る ときは
， 省 ， 自治 区 ， 直轄市 の 宗教 団体 が 省 ， 自治 区 ， 直轄 市人 民政

　府 の 宗教管理 部門に 申請書 を提出 しな け れ ば な らな い
。 省 ， 自治 区 ， 直轄

　市人 民政 府の 宗教管理 部門は ， 申請を受 けつ けて か ら三 〇 日以 内に 意見 を

　 出 し， 同意 す る もの に っ い て は ， 国務 院宗教管理 部 門 の 審査 を求 め る 。

　　国務院宗教管 理部 門 は 宗教活動 会場 外 に 大 型露天 宗教像を建立 す る との

　申請 を受 けて か ら六 〇 日以 内 に許可 また は不許可 の 決定 を しな けれ ば な ら

　 な い 。

　　宗 教 団体， 寺觀教 堂以 外の 組織 及 び個 人 は 大型 の 露天 宗教像を建立 す る

　 こ とは で き な い
。

第二 五 条　関係 団体 と個 人 が 宗教 活動会 場 内に 建築物 を改築 あ る い は 新 築 し

　て ， 商業販売 網 を設 置 し， 陳列展覧 を行 な い ， 映 画 ・テ レ ビ の 撮影 な どを

　行 な う に は
， 事前 に 当該宗教 活 動会 場 と所 在 地 の 県 レ ベ ル 以 上 の 地 方 人 民

　政府宗教管理 部門 の 同意 を得 な け れ ばな らな い
。

第二 六 条　宗教 活 動会 場 を主 要 な観光 内容 とす る風 景名勝地域 は
， その 所 在

　地 の 県 レ ペ ル 以上 の 地方人 民政 府 が ， 宗教活 動会 場 と庭 園， 文物 ， 観光 な

　 どの 面 の 利益 関係 を 調整 ， 処 理 し， 宗教 活動 会場 の 合 法 的 利益 を 守 らな け
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　 れ ば な ら な い
。

　　宗教活 動会 場 を主 要 な 観 光 内容 とす る風景名勝 地 域 の 計画 ・ 建設 は
， 宗

　教活 動会 場 の 風格 環境 と調和 しな けれ ばな ら な い
。

　第四章　宗教教職者

第二 七 条　宗教教職者 は 宗教 団体 が 認定 し， 県 レ ベ ル 以 上 の 人 民政 府宗教 管

　理部 門 に報 告 す れ ば， 宗 教教務活 動 に 従 事で きる 。

　　チ ベ ッ ト仏教の 活仏の 伝承継位 は 佛教 団体 の 指導 の も とに
， 宗教儀式 と

　歴史的制 度に 従 っ て 執 り行 な い ， 所在 地 の 市 レ ベ ル 以上 の 人 民 政府 宗教 管

　理 部 門 あ る い は 市 レ ベ ル 以 ヒの 人民 政府 の 認可 を求め な けれ ばな らな い
。

　　カ ト リ ッ ク教 の 司教 は カ トリ ッ ク教 の 全 国的宗教団体 か らの 申請 に よ っ

　て 国務 院宗教管理 部門に 登録 され る 。

第 二 八 条 　宗教教 職者 が 宗教活動 会場 の 主要 な教 職 を担任 ま た は 離任 す る に

　 は
， 当該宗教 団体 の 同意 を得た後， 県 レ ベ ル 以 上 の 人 民政府 の 宗教管理 部

　門に 登録 しな けれ ばな らな い
。

第二 九条　宗教教職 者 が 宗教活動 を主宰 し ， 宗教儀 式 を行 な い
， 宗教典籍 の

　整 理 を 行 な い
， 宗 教 文 化研 究 を 行 な うな ど の 活 動 は

， 法 律 の 保 護 を 受 け

　 る 。

　第五 章　宗教財産

第 三 〇 条　宗 教団 体 ， 宗教活動 会場 が 合法 的 に使 用 す る 土 地 ， 合法 的 に 所有

　 あ る い は 使用 す る建 物， 造 営物 ， 施 設及 び その 他 の 合 法的 財産， 収 益 は 法

　律の 保護 を受 け る 。

　　い か な る 組織 あ る い は個人 も ， 宗教 団体 ， 宗教活 動会場 の 合法的財産 を

　不 法 占有 ， 奪取 ， 横領 ， 損壊 ， あ る い は 不法 に 封鎖 ， 差 し押 さ え ， 凍結 ，

　没 収 ， 処分 して は な らず ， 宗 教 団体 ， 宗教活動会場が 占有 ， 使用 す る文物
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を損壊 して は な らな い
。

第三
一

条　宗教 団体 ， 宗教活動会場 は
， 所 有す る建物 と使用 す る土地 に つ い

　て 法律 に従 い 県 レ ベ ル 以 上の 地方 人民政 府 の不動産 ・土地 管理 部 門 に 登記

　を 申請 して ， 所有権 ・使用権証書 を受け ， 財産権 の 変更 に あ た っ て は 直ち

　 に 変更手 続 を行 な わ ね ば な らな い
。

　　土 地管理 部門 は
， 宗教団体あ る い は宗教活動会 場 の 土地使用權 の 確 定 と

　変更 に あた っ て は
， 当該 レ ベ ル の 人 民政府宗教管理部門の 意 見を求 め ねば

　 な ら な い 。

第三 二 条　宗教活 動会場 が 宗教活 動 に 使 用 す る家屋 ・ 建築物及 び付属の 宗教

　教職 者 の 生 活 用家屋 は
， 譲渡 ， 抵 当 ，

あ る い は現物投資に 供 して は な らな

　 い
。

第三 三 条　都市計画 あ るい は 重点 プ ロ ジ ェ ク ト建設 の た め に 宗教 団体 あ る い

　は 宗教 活動会場の 家屋 ， 建築物 の 解体 ・移転 を必要 とす る場合 は
， 解体 ・

　移転者 は 当該 宗教 団体 あ る い は 宗 教活動会 場 と協議 し， ま た ， 関係宗教管

　理部 門 の 意見 を 求 め な くて は な らない
。 各方面 との 協 議 ・ 同意 に よ り解

　体 ・移転 す る に は
， 解体 ・移 転者 が 解体 ・移 転 さ れ る 家屋 ・ 建築物 を 再建

　す る か あ るい は 国 家の 関係規定 に 基 づ い て 解体 ・移転 され る 家屋 ・建築物

　 の 市場評価価格 に よ っ て 補償 しな け れ ばな らな い
。

第三 四 条　宗 教 団 体 ， 宗 教 活 動 会 場 は 法 律 に 従 っ て 社 会公 益 事 業を営 む こ と

　が で き ， そ れ に よ る利益 そ の 他 の 合法 的収入 は ， 財務 会計管理 に 納 め た う

　え， 当該宗教 団体 あ る い は宗教 活動 会場 の 趣 旨に ふ さ わ しい 活動 お よ び社

　会公 益 事業 に 用 い ね ば な ら な い
。

第三 五 条　宗教団体，宗 教活動 会場 は ， 国家 の 関係法令 に そ っ て 国内外 の 組
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織 と個人 か ら寄 附 を 受 け ， 宗教 団 体 ， 宗教活 動会 場 の 趣 旨に 沿 っ た 活動 に

用 い る こ とが で き る 。

第三 六 条　宗教 団 体 ，
宗 教 活動 会 場 は 国 家 の 財 務

，
会計 ， 税 収管理 制 度 の も

　 とに お か れ る 。

　　宗教 団体 ， 宗教活 動会場 は
， 所 在地 の 県 レ ベ ル 以 上 の 人 民政 府宗教管理

　部門 に財務収支状況 と寄付金 の 受付 ， 使用 状況 を報告 し ， また 適切 な方法

　 に よ っ て 信仰 公 民 に公 表 しな けれ ば な らな い
。

第三七 条　宗教 団体 ， 宗教 活動会 場が 設 立 を取 り消 しまた は活動 を終 了す る

　 に あ た っ て は，財 産 を清算 し， 清算後 の 余剰財 産 は 当該宗 教団体 あ る い は

　宗教活 動会場 の 趣 旨に ふ さわ しい 事 業に 用 い な け れ ばな らな い
。

　第六章　法律貴任

第三 八 条　国家公 務員が宗教 事務管 理工 作 の 中で
， 職権 を乱用 し， 職責を な

　 い が し ろ に し， 汚職 な どを して 犯 罪 を構成 した場 合 は ， 法規 に よ っ て 刑 事

　責任 を 追 及 さ れ る
。

な お 犯罪 を構 成 しな い 場合 で も， 法規 に よ り行政 処分

　 を う け る こ とが あ る 。

第三 九条　公 民 に 対 す る宗教信仰 あ る い は 不信仰 の 強制 や ， 宗教 団体， 宗教

　活動 会 場 の 正常 な活 動 を撹乱 す る も の に は
， 宗教 管理 部門が 改善 を命 じ ，

　治安 管理 行 為 に 違 反 す る もの に は法 規 に 基 づ き治安 管理 処 罰 を行 な う。

　　宗 教 団体 ， 宗教 活動 会場 と信仰公 民の 合法 的権益 を 侵 犯す る も の は ，法

　規 に よ り民 事責 任 を 負 う 。 犯罪 を 構成す る も の は ， 法規 に よ り刑 事責 任 を

　 追及 さ れ る 。

第四 〇 条　宗教を利 用 し て 国家の 安全 ， 公 共 の 安全 に 害 を及 ぼ し， 公 民の 人

　身 上 の 権利 や 民 主 的 権利 の 侵 犯 ， また は公 私 の 財産 を侵犯 す る な どの 違法
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活 動 に よ っ て 犯 罪 を 構 成 す る 者に 対 して は， 法 に依 り刑 事責 任 を追 求 す

る 。 犯罪 を構成 しな い 者 に 対 して も ， 関係主 管 部 門が 法 に 依 り行政 罰 を加

え る こ とが で き る 。 公 民 法 人 あ る い は そ の 他 の 組 織 に 損 失 を 与 え た 者

は ， 法 に基づ き民事 責任 を負 う 。

　大規模 な宗教活 動 の 過 程で 公共 の 安全 に 対 して 危害 を 発生 す る か
，

あ る

い は 社会秩 序状 況 に 重 大 な破壊 を もた ら し た場合 に は ， 集会 ・デ モ 行進 に

関す る法律 ・行政 法規 に よ り， 現 場 に お い て 処置 と処罰 を行 な う 。 主 催 宗

教 団体 ， 寺觀教堂 の 責任 者に つ い て は ， 登記管理機 関に お い て その 登記 を

取 り消す 。

　無 許可 で 大規模 宗教 活動 を行 な っ た場 合 は ， 宗教管 理 部門が 活動停止 を

命 ず る 。 違法 な 所 得 の あ る 者 に つ い て は
，

そ の 違法 な所 得 を 没収 し た う

え ， さ らに 違法所 得 の 同額以 上三 倍 以下 の 罰金 を科 す る こ とが で き る 。 そ

の うち ， 大規模宗教活動で 宗教団体 ， 宗教活動会場が無 許可で 行な っ た も

の に つ い て は， 登 記 管理 機関が さ らに 当 該 宗 教団体 ， 宗教活 動会場 の 直接

責任 を 負 う主 管者 の 交代 を命 じ る こ とが で き る 。

第 四
一 条　宗教 団体 ， 宗教活 動会場 の 行為 が 下 記 の

一
つ に 当た る場合 は ， 宗

　教 管理部門が 改善 を命 じ る 。 情状が 比較的重 い 場 合に つ い て は ， 登記 管理

　機関が 当該宗教団 体 ， 宗教活 動会場 に 直接責任 を もつ 主 管 人員 の 交代 を命

　 じる 。 情状 の 重 い 場 合 に つ い て は ， 登記管理機 関 が 当該宗教 団体 ， 宗教活

　動会場 の 登記 を取 り消 す。 非合法 の 財産 を持っ 場合 は ，
こ れ を没収す る 。

　（
一
） 規定 に よ る登記 変更手続 き ま た は報 告手続 き を して い な い もの 。

　口 　宗 教 活 動 の 会 場 が ， 本条例 の 第十八 条 の 規定 に 違 反 し， 関係管 理 制 度

　　　が 未設定 の も の ， あ る い は 管理 制度が 条件 に 適 合 しな い も の
。

　口　宗教 活動 会場内で 重大事故， 重大 事件 が 発生 しなが ら， こ れ を 直 ち に

　　　報告 せ ず ， 重大 な 結果 を発 生 させ た もの 。

　（四1 本 条例第四 条の 規定に 違反 して ， 宗教 の 独立 ， 自主 ， 自弁の 原則 に 違

　 　　反 した もの 。
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面 　国家 の 関係規 定 に 違反 して ， 国 内外か ら寄附 を うけ た もの 。

因　登記 管理 機 関の 法 に基 づ く監督 管理 の 実施 を受 け る こ とを拒否 した も

　 　 の 。

第四 二 条　宗教 的内容 に 関わ る 出版物 で
， 本 条例第七 条第二 項 が 禁止 す る 内

　容 に及 ぶ もの は
， 関係責任 団体 お よび人 員に 対 して 関係主 管部門が 法 に依

　 り行政罰 を あ た え ， 犯罪 を構成す る もの に つ い て は 法 に 依 り刑事責任 を追

　及 す る 。

第四 三 条　無許 可 で 宗 教活動 会場 を設定 した場合 ， 宗 教活 動 会場 が す で に 登

　記 を抹 消 され て い るの に
， な お宗教活動を行 な っ た場 合 ， あ る い は 無許可

　で 宗教学院を設置 した場合 は ， 宗教管理 部門が 取 り締 ま り， 違法所 得を没

　収 す る 。 違 法 な家屋 ， 造営 物が あ る も の は ，建 設主 管部門 が 法 に 依 り処理

　す る 。 治 安 管理 に 違 反 す る 行為 が あれ ば
， 法 に 依 り治 安管 理 処罰 を 行 な

　 う。

　　非宗教団体， 非宗教 活動会場 で 宗教活動 を組織 ， 催行す る こ と， 宗教 的

　寄 附 を受 ける こ とに は
， 宗教管 理部 門が 活動 の 停 止 を命 じる 。 違法所得が

　 あれ ば こ れ を没 収す る 。 情状 の 重 い もの は 違法所 得 と同額 以 上 ， 三 倍 以 下

　 の 罰金 を 合 わ せ て 科 す る こ とが で き る。

　　無許可で 信 仰公 民 の 国外巡礼を 組織す る場合 は ， 宗教管理 部門が 活動停

　止 を命 じる 。 違法所 得 が あれ ば， こ れ を 没収 し， 合 わ せ て 違 法 所 得 と同 額

　 以 上
，

三 倍以 下の 罰金 を 科す こ とが で き る 。

第 四 四 条　本条例 に 違 反 して 大 型 の 露 天宗教 像 を造 る場合 ， 宗教管 理 部門 が

　施 行 の 停 止 を命令 し
， 期 限 を 定 め て 撤 去 す る 。 違 法所 得が あれ ば， こ れ を

　 没収 す る 。

第四 五 条　宗教 教職 者 が 宗 教 教 務活 動 の 中で
， 法規 に 違反 した 場合， 関係 す
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る 法律上 の 責任追及 の ほ か に ， 宗 教管理 部門 が 関係す る 宗教 団体 に そ の 宗

教 教職者 の 身分 の 取 り消 しを求 め る 。

　偽宗教 教職者が 宗教活動を行 な っ た場合， 宗教管理部 門 が 活動 の 停止 を

命 ず る。 違法 所 得 が あれ ば こ れ を没 収す る。 治安管理 に 違反 す る 行為 を し

た者 は ， 法 に よ り治安管理 処分 を受 け る 。 犯罪を構成す る者 は ， 法 に よ り

刑事責任 を追及 す る 。

第 四六 条　宗教 管理部 門 の 具体 的行政 行為 に 不服 の もの は
， 法 に よ り行政再

　審査 を 申請す る こ とが で る 。 行 政 再審査 の 決 定に 不 服 の 者 は行政訴訟 を提

　起す る こ とが で き る 。

第七章　付則

第 四 七 条　 中国 内地 と香港特別 行政 区 ，
マ カ オ特別 行政 区 ， お よび台湾地 区

　 との 宗教 交流 は ， 法律， 行政 法 令 ， 国家の 関係規 定 に も とつ い て 行 な う 。

第四八 条　本条例 は 二 〇 〇五 年三 月一
日か ら施行 す る。

一 九九 四年 一 月三 十

　
一

日 に 国務院 が 公 布 した 「宗教活 動会場 管理 条例 」 は ， こ れ と同時に 廃 止

　す る 。

国務院 「宗教問題条例」 を公布

　新華社十二 月十八 日電

　二 〇 〇四 年 十一 月三 十 日 ， 国務 院総理 温 家宝 は ， 国 務 院第四 二 六 号 令 に

署 名 し，
「宗 教 問題 条例 」 を 公 布 し， 二 〇 〇五 年三 月

一
日か ら正 式 に 実施 す

る こ とに な っ た 。

　
「宗教 問題 条例 」 は わ が 国 の 宗教方面 の 総合 的 な 行政 法 令で あ る 。

こ の 公

布は ， 公 民 の 宗教信 仰 の 自由の 権利 保 障 ， 宗教 間 の 和 睦 と社 会 的調和 の 維

持 ， 宗教管理 の 規範化 に っ い て ， す べ て 重 要 な 意義 を も っ て い る 、

　宗教 方面 の 法制 を 整備 し ， 法 に よ っ て 宗 教管理 を管理 す る こ とは
， 法 に よ
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る 国 家統 治 の 方略 を 貫 徹 し
， 法 に よ る行政 を推進 す るた め の 必 然的 な要 求で

あ る 。

一
九九 四 年 に 国務 院が 公 布 した 「宗教 活動会 場管理 条例 」 と 「中華 人

民共和 国 国内外 国人宗教活 動管理 規定」 の 両行政法 令 は
， 宗教信 仰 の 自由保

障 と法 に よ る 宗教管理 の 管理 に 重要 な役割 を果 した 。 わ が 国の 経済社会 の 発

展 に 伴 い ， 宗教面 に は 多 くの 新 し い 状況 と問題が 発生 し ， 宗 教方面 の 総合 的

行政法令 の 制定 が 客観的 に 要求 され て い る 。

　憲法 の 関連 法規 に 基 づ き ， 中国共産党 第十六 回大 会で 確立 さ れ た 宗教信 仰

自由の 政 策 を全 面 的 に 貫徹 し， 法 に よ っ て 宗教 問題 を管理 し， 独立 ・自主 ・

自弁 の 原 則 を堅持 し ， 積極 的 に 宗教 を社会 主義社会 に ふ さわ しい 宗教工 作の

基本方針 に 導 くた め
，

「宗教 問題 条例 」 は宗教 団 体， 宗教 活動 会場 お よ び信

仰公 民 の 合 法 的権益 に っ い て 明確 に 規定 し ， 国家の 利益 と公 共 の 利益 に 関わ

る宗教問題 に 規範 を作 り出 した 。

　 「宗 教 問題 条例 」 の 起草 工 作 は 六 年 に わ た り， 調査研 究起草 の 過 程 で 国務

院 の 関係部 門 は 論 証 を 繰 り返 し ， 何回 も専 門テ ー マ の シ ン ポ ジ ウ ム を 開催

し， 座談 会 で 意 見 を 求 め， また ， 幾 っ か の 国の 宗教 面 で の 立 法 の 経験 を研 究

し参考 と した 。

「宗教 問題 条例 」 は 協議 を繰 り返 し
， 広 く衆知 を あ つ め た結

果で あ り， 民主 的立 法 の 精神 を体 現 した もの で あ る 。

　「宗教 問 題 条例 」 の 実 施 に よ り， 国 務 院が 一 九 九 四 年 に 公 布 し た 「宗教 活

動 会 場管 理 条例 」 は 同時 に 廃 止 さ れ る 。

「
中華人 民共和 国国 内外 国 人 宗教活

動管理規 定 」 は な お 有効 で あ る 。

　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　（二 〇 〇四 年十二 月十九 日， 『人民 日報 』）

訳者後 書 き

　 こ の
「宗 教 問題条 例 」 （「宗教事 務条 例 」） は わ が 国 の

「宗教 法人 法 」 と比

べ て も ， 簡 略 で あ り
，

そ の こ とが 宗 教活動 の 責任 の 所 在 と範 囲 ， あ る い は 手

続 き な どに つ い て も ， 解釈の 上 で 問題 を残す の で は な い か と も感 じ ます 。 大

規 模 な宗 教 活動 や 外 国 との 交流 へ の 警 戒は ， 最近 の 情勢 を見 る うえで も
一

っ

の 視 点 を提供 す る もの で す が
， チ ベ ッ トを巡 る 問題 の 反面 ， 最近 中国 を 訪 問
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した 宗教者 は ， 寺院 に 若者が 多 く参詣 して い る こ とに 注 目 し て い ます 。 こ の

翻訳 が 専 門家 に よ っ て よ り精確 な も の に さ れ
， 中国 の 宗教 信仰 の 事 情が よ り

多 く紹介 さ れ る こ とを 望 み ます 。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


